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○みんなを愛する生徒 ○自ら学び考える生徒 ○生き生きと活動する生徒

猪突猛進の先は E口 ■「∞ 」

皆様 、明けま してお めで と うございます。

昨年 は、 「命 」 とぃ う文字 で締 め くく られ た よ うに、命 にまつ わ る嬉 しい こ とや 悲 しい こと

が た くさん起 こ りま した。 今年 は、すべ ての命 が輝 き、 この世 に生 まれ た喜 びを実感す るいい

年 にな るよ う祈念 してい ます。

さて、 冒頭 の 「∞」 の記 号を見て、懐 か しくお感 じになった保護 者 の方 もい らつ しゃ るので

はないで しょ うか。 今年最初 の朝礼 で、 この記 号の意味 を生徒達 に聞いた ところ、一人 の生徒

が 「無 限 大」 と答 えて くれ ま した。 「私 た ちの将 来 には、無 限 大 の可能性 が あ る」 な どと言 わ

れ て も、我 々大人 に とって は空々 しく聞 こえ るこ とが あ ります が、少 な くとも子 どもた ちに と

って は真 実だ と信 じてい ます。

今、 3年 生 は、受験 を間近 に控 えて不安 な気持 ちでい るか も しれ ませ ん。 確 か に大 きな試練

で はあ ります が、 これ がすべ てで はな く、い ろい ろな道 ・可能性 が無 限に広 が ってい るのだ と

い うこ とを我 々大人 が肝 に銘 じ、子 どもた ちを励 ま したい ものです。 そ して、生徒 達 には、お

お らかに、地道 に、それ ぞれ の 目標 に向かって通進 ・猛進 して欲 しい と思い ます。

男R潟 再 最近、各方面で 「家族」 とか 「絆」 とい う言葉がキー ワー ドとして取 り上げられて

いま したが、過 日、渋谷 区内で起 きた大変痛ま しい事件は、改めて家族について考 えさせ られ

る衝撃的なもので した。家族 といえ ども、あるいは家族であればこそ、時には、細やかな気遣

いを した り、思いやった りして丁寧 に人間関係 を築いてい く必要があるのか も知れません。

ところで、昨年暮れの臨時国会で教育基本法が改正 されま した。 その第十条に、家庭教育に

ついて 「父母その他の保護者 は、子の教育について第一義的責任 を有す るものであって、生活

のために必要な習慣 を身 に付 けさせ るとともに、 自立心を育成 し、心身の調和の とれた発達を

図 るよ う努めるもの とす る。」 と謳 っています。鳥や動物な らば、幼い 「我 が子」 を慈 しみ、

外敵か ら守 り、飛び方 ・え さの捕 り方を教え、最後には突き放す とい う子 どもの自立のための

当然の営みについて、我 々 (今日の 日本の)人 間は、法律で規定 されなければな らないのか と

考えると、なん とも情 けない思いが します。 子 どもの 「心身の調和 の とれた発達」や 「自立」

のためには、衣食住の保証ばか りでな く、親や保護者か らの十分な愛情が不可欠であることを、

年の初めに心に刻みたい と思います。

賢下竹長校
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平成 18年 度渋谷区教育振興視祭研修 に参加 して
教諭 室 井  信 男

まず 、フィンラン ドの義務教 育についてです が、現在小学校 と中学校 の統合 を進 めてお
り、 「9年 間 の総 合学校」が義務教育 とな っています。総合学校への入学 は 7歳 (第 1学

置を言畳暑岳魯暑骨]督 :!:亀
雷 せ暑景唇雷と 言r≧ 啓辱 魯魯畳唇母害魯曇を害言菩急客

1人 1人 の子 どもに教師の 目が届きやす くなって
事とい うものがあ りません。他人との比較ではなく、
をゝ大切に しているよ うに感 じました。

t%、 職業学校へ 38%、 また 3%の 生徒が第 10

フィンラン ドの国語教育で目指しているのは、「グローバル ・コミュニ

縁言活居簿二管号易辮 二罫暑骨告曇蠣鶏忌岳!魯彗母?

また、フィンラン ドでは、落ちこばれを出さないとい う方針のもと、個別のエーズに対応 した教育

魯醤畳魯皆1岳寓稚盤魯漏F望者苫曇昂層曾留暑雷察溶密諸景害候官岩F塔ほFど完客れ源寧警低蘊語

留倉好空審暑霞冒事g督 言 言稔宗 仏写巻挙「篭毬宅 吊暑暑書暑蜜 書讐書 魯君登最魯,営を含
していて、現代 の若 い親た ちも読み聞かせ を行 ってい ます。 クリスマ スのプ レゼ ン トで一

番人気が あるのは、本のプ レゼ ン トだそ うです。

を景;:愛暑屋,号倉景雪母密!:浴
宅★宅ぢ娯天ち管曇ぞ括岩言翌石啓鬼ケ下唇驚|こ野衰督承智審掌芯」是

今回の視祭研修を通 して、フィンラン ドの優れた教育制度 ・環境の中で、特に現在 日本では失われ
つつある 「家庭における本の読み聞かせ ・読書の習慣」が非常に重要だと感 じました。
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